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は　じ　め　に

　福岡県教育委員会では、児童生徒に国語、算数・数学
における基礎基本を含む活用力（基礎的・基本的な知識・
技能及び思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、
地域間の学力向上の取組の差を解消することを目的とし
て、平成25年度から小学校５年生～中学校３年生向けの
国語、算数・数学の教材集を作成・配布しました。各学
校においては、教材集を授業等で繰り返し活用し、取組
の改善が図られてきました。
　また、平成28年度からは、学力向上に係る検証改善サ
イクルを小学校中学年から一層計画的に推進するために、
小学校４年生向けの教材集を新たに作成してきました。
　この度、中学校学習指導要領（平成29年告示）の全面
実施を受けて、教材集の改訂を行いました。
　各学校では、授業の中だけでなく、朝の学習の時間や
家庭学習等における補充・発展問題として活用していた
だいているところですが、更に、各問題の特質に応じて、
先生方の授業づくりや校内研修の際の参考資料としても
活用され、基礎基本を含む活用力の向上に役立てていた
だくことをお願いします。

令和５年３月
福岡県教育委員会

中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　

次

１　

一
単
位
時
間
程
度
で
活
用
す
る
教
材
（
大
問
）

１　

目
的
に
応
じ
て
資
料
や
機
器
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
て
話
す
。

　
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２　

多
様
な
考
え
が
で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
、
立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
書
く
。

　
（
書
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３　

例
示
や
描
写
の
効
果
な
ど
を
考
え
、
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
。

　
（
読
む
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

大
問
1
〜
3
の
出
題
の
趣
旨
・
正
答
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　
　

２　

短
い
時
間
で
活
用
す
る
教
材
（
小
問
）

１　

話
の
論
理
的
な
構
成
や
展
開
な
ど
に
注
意
し
て
聞
き
、
自
分
の
考
え
と
比
較
す
る
。

　
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２　

相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
。

　
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３　

多
様
な
考
え
が
で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
、
立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
書
く
。

　
（
書
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４　
書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
、
語
句
や
文
の
使
い
方
、
段
落
相
互
の
関
係
な
ど
に
注
意
し
て
、
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
文
章
に
す
る
。

　
（
書
く
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

５　

登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
な
ど
を
考
え
、
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
。

　
（
読
む
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

６　

説
明
や
評
論
な
ど
の
文
章
を
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。

　
（
読
む
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

小
問
1
〜
6
の
正
答
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜

2933383940414243

35

3745

44

31



｜ 29｜

1　
Ｚ
市
立
第
一
中
学
校
で
は
、
来
年
度
入
学
予
定
の
小
学
生
に
、
二
年
生
が
学
校
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
二
年
生
の
高
村
さ
ん
の
班
は
、
校
歌
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
歌
詞
の
内
容
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
資
料
を
用
意
し
、

ど
の
資
料
を
選
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
班
で
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
校
歌
、

資
料
の
候
補
、
班
で
の
話
し
合
い
の
一
部
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　

第
一
中
学
校　

校
歌

広
が
る
大
地
に　

流
れ
る
大
河

そ
び
え
る
山
の　

ふ
も
と
に
て

光
あ
ふ
れ
る　

わ
が
一
中

桜
の
大
樹
に　

見
守
ら
れ

希
望
を
胸
に　

学
び
励は
げ

め
よ

一
中　

一
中　

は
ば
た
く
わ
れ
ら

班
で
の
話
し
合
い
の
一
部

三�

島
さ
ん　
「
広
が
る
大
地
」
や
「
大
河
」
に
つ
い
て
、実
際
に
ど
の
ぐ
ら
い
広
い
の
か
、

正
確
な
デ
ー
タ
を
数
字
や
グ
ラ
フ
で
示
す
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
広
さ
を

示
す
グ
ラ
フ
を
選
ぶ
べ
き
で
す
。

遠�

山
さ
ん　

小
学
生
に
校
歌
を
知
っ
て
も
ら
う
の
だ
か
ら
、
実
際
の
広
さ
を
示
す
必
要

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
川
や
山
の
写
真
を
見
せ
た
ほ
う
が
、
最
初
の
二

行
で
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡�

本
さ
ん　
「
大
地
」
や
「
大
河
」
と
「
一
中
」
の
実
際
の
位
置
関
係
が
、
こ
の
歌
詞

で
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
写
真
を
使
う
ん
だ
っ
た
ら
、
位
置
関
係
を
正
確
に
示
す

た
め
に
、
全
景
の
写
真
を
使
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

江え�

藤と
う

さ
ん　

位
置
関
係
の
正
確
さ
は
、
校
歌
の
説
明
に
は
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
よ
り
一
中
の
校
歌
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
一
中
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
の
で
、
校
舎
の
写
真
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

木�

村
さ
ん　

最
初
の
二
行
も
そ
う
だ
し
、
四
行
目
の
桜
の
木
も
、
実
際
の
写
真
を
見
せ

た
ほ
う
が
、
学
校
か
ら
見
え
る
ま
わ
り
の
自
然
を
小
学
生
に
一
目
で
納
得
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太�

田
さ
ん　

わ
た
し
は
江
藤
さ
ん
に
賛
成
で
す
。
歌
詞
も
詩
み
た
い
に
、
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
浮
か
べ
て
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
だ
か
ら
、
三
行
目
で
正
門
の
写
真
、

六
行
目
で
飛
ぶ
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
た
ら
、「
光
あ
ふ
れ
る
」
や
「
は
ば
た
く
わ

れ
ら
」
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

高�

村
さ
ん
（
司
会
）　

み
ん
な
の
意
見
を
整
理
す
る
と
、
資
料
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ

と
が
三
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
要
だ
と
思
う
資
料
も
違
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
三
島
さ
ん
と
岡
本
さ
ん
が
資
料
で
伝
え
た
い
こ
と
は
「

Ａ

」、
遠

山
さ
ん
と
木
村
さ
ん
は
「

Ｂ

」、
江
藤
さ
ん
と
太
田
さ
ん
の
目
的
は
「

Ｃ

」

問
２�　

司
会
の
高
村
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た

な
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
ま
す
か
。
資
料
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
を
一
つ

挙
げ
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
理
由
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
資
料
の
候
補
の
中

か
ら
資
料
を
二
つ
以
上
挙
げ
て
書
く
こ
と
。

�

資料の候補

・�中学校から見えるＺ平野とＺ川の写

真

・中学校から見えるＺ山の写真

・Ｚ市全景写真

・�太陽に照らされた中学校の正門の写

真

・Ｚ平野の面積の広さを示すグラフ

・�学校のシンボルである校門横の桜の�

木の写真

・校舎の写真

・授業中の写真

・飛ぶ鳥のイラスト

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
目
的
に
応
じ
て
資
料
や
機
器
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
て
話
す
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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�
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
ね
。
今
回
は
発
表
時
間
も
短
い
の
で
、
資
料
を
使
っ
て
伝

え
た
い
こ
と
を
一
つ
に
し
て
資
料
を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

問
１�　

司
会
の
高
村
さ
ん
は
、
資
料
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
班
の
メ
ン
バ

ー
の
意
見
を
三
つ
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
で
整
理
し

ま
す
か
。
空
欄

Ａ

〜

Ｃ

に
入
る
内
容
を
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

�

Ａ

�

Ｂ

�

Ｃ

問
２�　

司
会
の
高
村
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た

な
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
ま
す
か
。
資
料
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
を
一
つ

挙
げ
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
理
由
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
資
料
の
候
補
の
中

か
ら
資
料
を
二
つ
以
上
挙
げ
て
書
く
こ
と
。

�

《
大
切
な
こ
と
》

　

○�

目
的
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
資
料
も
変
わ
っ
て
く
る
。
資
料
を
使
う
際
に
は
、

目
的
を
よ
く
考
え
る
。

　

○
複
数
の
人
の
発
言
の
共
通
点
や
相そ
う

違い

点て
ん

を
探
し
て
、
意
見
を
整
理
す
る
。
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2　
最
近
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
で
、
自
転
車
側
に
高
額
の
損
害
賠ば
い

償し
ょ
う

の
支し

払は
ら

い

が
命
じ
ら
れ
る
判
決
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
二
〇
一
四

年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
多
く
の
新
聞
が
社
説
で
自
転
車
事
故
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
等
は
字
数
に
数
え
る
こ
と
。）

自
転
車
事
故
／
危
険
防
止
へ
総
合
的
対
策
を
（
神
戸
新
聞�

二
〇
一
四
年
二
月
七
日
）

　

健
康
志
向
や
エ
コ
ブ
ー
ム
で
自
転
車
利
用
は
増
え
て
い
る
が
、
歩
行
者
が
被ひ

害が
い

者し
ゃ

と

な
る
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
高
額
賠
償
判
決
が
相
次
い
で
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
に
は
ね
ら
れ
て
主
婦
が
死
亡
し
た
事
故
で
、
東
京
地
裁

が
加
害
者
の
男
性
に
四
七
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

　

昨
年
七
月
に
は
小
学
生
が
起
こ
し
た
人
身
事
故
で
神
戸
地
裁
が
母
親
に
九
五
〇
〇
万

円
の
支
払
い
を
命
じ
て
い
る
。（
中
略
）

　

自
動
車
の
場
合
は
自
賠
責
保
険
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
自
転
車
の
保

険
は
任
意
で
、
未
加
入
の
利
用
者
が
多
い
。
高
額
判
決
の
影
響
な
ど
で
保
険
へ
の
関
心

は
よ
う
や
く
高
ま
っ
て
き
た
。
保
険
加
入
を
助
成
す
る
自
治
体
や
学
校
も
あ
る
。
加
入

を
促う

な
が

す
手
だ
て
が
も
っ
と
必
要
だ
ろ
う
。

　

社
会
全
体
で
自
転
車
の
事
故
や
被
害
防
止
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

警
察
庁
は
悪
質
で
危
険
な
運
転
へ
の
取
り
締し

ま
り
を
強
化
し
て
い
る
。
昨
年
十
二
月

に
施し

行こ
う

さ
れ
た
改
正
道
路
交
通
法
は
、
自
転
車
が
道
路
の
路
側
帯
を
走
る
場
合
、
車
道

と
同
じ
左
側
通
行
に
統
一
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
に
不
備
が
あ
る
自
転
車
を
警
察
官
が
発
見

し
た
場
合
は
、
応
急
措そ

置ち

や
乗
車
禁
止
を
命
令
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
悪
質
な
違
反

を
繰く

り
返
す
と
講
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
明
確
化
や
指
導
の
強
化
は
必
要
だ
が
、
自
転
車
の
安
全
確
保
策

も
欠
か
せ
な
い
。
自
転
車
は
自
動
車
と
の
事
故
が
大
半
を
占
め
る
。
警
察
庁
は
自
転
車

の
車
道
通
行
の
原
則
徹て

っ

底て
い

を
図
っ
て
い
る
が
、「
車
道
を
走
る
の
は
怖こ
わ

い
」
と
い
う
声

は
根
強
い
。

　

自
転
車
専
用
道
や
自
転
車
レ
ー
ン
の
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
走
れ
る
状
況

で
は
な
い
。
規
制
を
強
化
す
る
か
ら
に
は
整
備
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

歩
行
者
に
も
自
転
車
に
も
安
全
で
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
そ
う
し
た

総
合
的
な
対
策
が
要
る
。

注�　

自
賠
責
保
険
＝
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
、
事
故
で
与
え
た
損
害
を
保
障
す
る
た

め
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
。

【
自
転
車
事
故
】
責
任
も
危
険
性
も
重
大
だ
（
高
知
新
聞　

二
〇
一
四
年
三
月
四
日
）

　

環
境
や
健
康
に
よ
い
と
近
年
見
直
さ
れ
て
い
る
自
転
車
だ
が
、
歩
行
者
と
の
接せ

っ

触し
ょ
く

事

故
で
相
手
を
死
亡
さ
せ
た
り
大
け
が
を
さ
せ
た
り
し
て
、
高
額
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
判

決
が
相
次
い
で
い
る
。（
中
略
）

「
自
転
車
だ
か
ら
…
」
と
甘あ

ま

く
見
て
は
い
け
な
い
。
過
失
が
重
け
れ
ば
当
然
、
事
故
の

責
任
も
厳き

び

し
く
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
責
任
も
危
険
性
も
車
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
社
会
全
体
で
確
認
し
た
い
。�

　

そ
こ
で
、
万
一
の
備
え
と
し
て
事
故
賠
償
の
保
険
が
あ
る
。

　

自
賠
責
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
車
と
違
っ
て
、
自
転
車
の
場
合
は

保
険
加
入
は
任
意
の
た
め
、
な
か
な
か
普
及
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
判
決
を
受
け
て
、
保

険
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
今
こ
そ
、
加
入
を
促
し
た
い
。�

　

悲ひ

惨さ
ん

な
事
故
を
減
ら
す
に
は
、
安
全
運
転
に
徹て
っ

す
る
こ
と
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
昨
年
十
二
月
に
改
正
道
交
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
そ
の
内

容
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

自
転
車
に
関
し
て
言
え
ば
、
道
路
の
路
側
帯
を
走
る
場
合
、
車
道
と
同
じ
左
側
通
行

に
統
一
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
に
不
備
が
あ
る
自
転
車
の
運
転
者
に
対
し
、
警
察
官
が
応
急

措
置
や
乗
車
禁
止
を
命
令
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。�

　

昨
年
発
生
し
た
自
転
車
と
歩
行
者
と
の
事
故
は
約
二
六
〇
〇
件
で
、
二
〇
〇
〇
年
に

問
２�　

自
転
車
の
事
故
や
被ひ

害が
い

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
か
。
自
分
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、
考
え
た
こ
と
を
百
五
十
字
以
内
で
書
き
な

さ
い
。

�

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
多
様
な
考
え
が
で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
、
立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
書
く
。（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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比
べ
七
〇
〇
件
以
上
増
え
て
い
る
。
交
通
ル
ー
ル
を
徹て
っ

底て
い

し
、
一
人
一
人
が
安
全
へ
の

意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
１�　

そ
れ
ぞ
れ
の
社
説
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
表
に
箇
条

書
き
で
ま
と
め
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
空
欄
に
書
き
入
れ
、

表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
説
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
と
異

な
っ
て
い
る
こ
と
の
関
係
を
、
記
号
な
ど
を
用
い
て
示
す
こ
と
。

�

神
戸
新
聞

高
知
新
聞

・
保
険
へ
の
加
入

・
規
制
強
化

　
（

、
指
導
の
徹
底
）

・

・
保
険
へ
の
加
入

・
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底

・

問
２�　

自
転
車
の
事
故
や
被ひ

害が
い

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
か
。
自
分
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、
考
え
た
こ
と
を
百
五
十
字
以
内
で
書
き
な

さ
い
。

�

《
大
切
な
こ
と
》

　

○
新
聞
の
社
説
は
、
そ
の
新
聞
社
の
意
見
や
主
張
を
述
べ
た
論
説
文
で
あ
る
。

　

○�
同
じ
題
材
を
取
り
上
げ
て
も
、
新
聞
の
立
場
に
よ
っ
て
強
調
す
る
点
や
主
張
は

変
わ
っ
て
く
る
。
共
通
す
る
点
、
異
な
っ
て
い
る
点
を
読
み
取
ろ
う
。

　

○�

社
説
を
参
考
に
し
て
、
自
分
の
立
場
を
決
め
、
自
分
自
身
の
意
見
を
ま
と
め
て

み
よ
う
。
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3　
次
の
文
章
は
、
太だ

宰ざ
い

治お
さ
む

作
「
富ふ

嶽が
く

百ひ
ゃ
っ

景け
い

」
の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
等
は
字
数
に
数
え
る
こ
と
。）

　

富
士
の
頂
角
、
広ひ
ろ

重し
げ

の
富
士
は
八
十
五
度
、
文ぶ
ん

晁ち
ょ
う

の
富
士
も
八
十
四
度
く
ら
い
、
け

れ
ど
も
、
陸
軍
の
実
測
図
に
よ
っ
て
東
西
及
南
北
に
断
面
図
を
作
っ
て
み
る
と
、
東
西

縦
断
は
頂
角
、
百
二
十
四
度
と
な
り
、
南
北
は
百
十
七
度
で
あ
る
。
広
重
、
文
晁
に
限

ら
ず
、
た
い
て
い
の
絵
の
富
士
は
、
鋭え
い

角か
く

で
あ
る
。
い
た
だ
き
が
、
細
く
、
高
く
、
華き
ゃ

奢し
ゃ

で
あ
る
。
北ほ
く

斎さ
い

に
い
た
っ
て
は
、
そ
の
頂
角
、
ほ
と
ん
ど
三
十
度
く
ら
い
、
エ
ッ
フ

ェ
ル
鉄
塔
の
よ
う
な
富
士
を
さ
え
描え
が

い
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
実
際
の
富
士
は
、
鈍ど
ん

角か
く

も
鈍
角
、
の
ろ
く
さ
と
拡
が
り
、
東
西
、
百
二
十
四
度
、
南
北
は
百
十
七
度
、
決
し
て
、

秀し
ゅ
う

抜ば
つ

の
、
す
ら
と
高
い
山
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
私
が
、
印
度
か
ど
こ
か
の
国
か
ら
、

突と
つ

然ぜ
ん

、
鷲わ
し

に
さ
ら
わ
れ
、
す
と
ん
と
日
本
の
沼ぬ
ま

津づ

あ
た
り
の
海
岸
に
落
さ
れ
て
、
ふ
と
、

こ
の
山
を
見
つ
け
て
も
、
そ
ん
な
に
驚き
ょ
う

嘆た
ん

し
な
い
だ
ろ
う
。
ニ
ッ
ポ
ン
の
フ
ジ
ヤ
マ

を
、
あ
ら
か
じ
め
憧あ
こ
が

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な

く
て
、
そ
の
よ
う
な
俗ぞ
く

な
宣
伝
を
、
一
さ
い
知
ら
ず
、
素そ

朴ぼ
く

な
、
純じ
ゅ
ん

粋す
い

の
、
う
つ
ろ
な

心
に
、
果
し
て
、
ど
れ
だ
け
訴う
っ
た

え
得
る
か
、
そ
の
こ
と
に
な
る
と
、
多
少
、
心
細
い
山

で
あ
る
。
低
い
。
裾す
そ

の
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
割
に
、
低
い
。
あ
れ
く
ら
い
の
裾
を
持
っ
て

い
る
山
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
も
う
一
・
五
倍
、
高
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

十じ
っ

国こ
く

峠と
う
げ

か
ら
見
た
富
士
だ
け
は
、
高
か
っ
た
。
あ
れ
は
、
よ
か
っ
た
。
は
じ
め
、
雲

の
た
め
に
、
い
た
だ
き
が
見
え
ず
、
私
は
、
そ
の
裾
の
勾こ
う

配ば
い

か
ら
判
断
し
て
、
た
ぶ
ん
、

あ
そ
こ
あ
た
り
が
、
い
た
だ
き
で
あ
ろ
う
と
、
雲
の
一
点
に
し
る
し
を
つ
け
て
、
そ
の

う
ち
に
、
雲
が
切
れ
て
、
見
る
と
、
ち
が
っ
た
。
私
が
、
あ
ら
か
じ
め
印
を
つ
け
て
置

い
た
と
こ
ろ
よ
り
、
そ
の
倍
も
高
い
と
こ
ろ
に
、
青
い
頂
き
が
、
す
っ
と
見
え
た
。
お

ど
ろ
い
た
、
と
い
う
よ
り
も
私
は
、
①

へ
ん
に
く
す
ぐ
っ
た
く
、
げ
ら
げ
ら
笑
っ
た
。

や
っ
て
い
や
が
る
、
と
思
っ
た
。
人
は
、
完
全
の
た
の
も
し
さ
に
接
す
る
と
、
ま
ず
、

だ
ら
し
な
く
げ
ら
げ
ら
笑
う
も
の
ら
し
い
。
全
身
の
ネ
ジ
が
、
他
愛
な
く
ゆ
る
ん
で
、

之こ
れ

は
お
か
し
な
言
い
か
た
で
あ
る
が
、
帯お
び

紐ひ
も

と
い
て
笑
う
と
い
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ

る
。
諸
君
が
、
も
し
恋こ
い

人び
と

と
逢あ

っ
て
、
逢
っ
た
と
た
ん
に
、
恋
人
が
げ
ら
げ
ら
笑
い
出

し
た
ら
、
慶け
い

祝し
ゅ
く

で
あ
る
。
必
ず
、
恋
人
の
非
礼
を
と
が
め
て
は
な
ら
ぬ
。
恋
人
は
、
君

に
逢
っ
て
、
君
の
完
全
の
た
の
も
し
さ
を
、
全
身
に
浴
び
て
い
る
の
だ
。

　

東
京
の
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
見
る
富
士
は
、
く
る
し
い
。
冬
に
は
、
は
っ
き
り
、

よ
く
見
え
る
。
小
さ
い
、
真
白
い
三
角
が
、
地
平
線
に
ち
ょ
こ
ん
と
出
て
い
て
、
そ
れ

が
富
士
だ
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾か
ざ

り
菓
子
で
あ
る
。
し
か
も
左
の

ほ
う
に
、
肩か
た

が
傾か
た
む

い
て
心
細
く
、
船
尾
の
ほ
う
か
ら
だ
ん
だ
ん
沈ち
ん

没ぼ
つ

し
か
け
て
ゆ
く
軍ぐ
ん

艦か
ん

の
姿
に
似
て
い
る
。
②
三
年
ま
え
の
冬
、
私
は
或あ

る
人
か
ら
、
意
外
の
事
実
を
打
ち

明
け
ら
れ
、
途
方
に
暮
れ
た
。
そ
の
夜
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
、
ひ
と
り
で
、
が
ぶ
が

ぶ
酒
の
ん
だ
。
一い
っ

睡す
い

も
せ
ず
、
酒
の
ん
だ
。
あ
か
つ
き
、
小
用
に
立
っ
て
、
ア
パ
ー
ト

の
便
所
の
金か
な

網あ
み

張
ら
れ
た
四
角
い
窓
か
ら
、
富
士
が
見
え
た
。
小
さ
く
、
真
白
で
、
左

の
ほ
う
に
ち
ょ
っ
と
傾
い
て
、
あ
の
富
士
を
忘
れ
な
い
。
窓
の
下
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路

を
、
さ
か
な
や
の
自
転
車
が
疾し
っ

駆く

し
、
お
う
、
け
さ
は
、
や
け
に
富
士
が
は
っ
き
り
見

え
る
じ
ゃ
ね
え
か
、
め
っ
ぽ
う
寒
い
や
、
な
ど
呟つ
ぶ
や

き
の
こ
し
て
、
私
は
、
暗
い
便
所
の

中
に
立
ち
つ
く
し
、
窓
の
金
網
撫な

で
な
が
ら
、
じ
め
じ
め
泣
い
て
、
あ
ん
な
思
い
は
、

二
度
と
繰く

り
か
え
し
た
く
な
い
。

注　

広
重
、
北
斎
＝
江
戸
時
代
後
期
の
浮
世
絵
師
。
文
晁
＝
江
戸
時
代
後
期
の
画
家
。　

　
　

慶
祝
＝
よ
ろ
こ
び
祝
う
こ
と
。

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
例
示
や
描び
ょ
う

写し
ゃ

の
効
果
な
ど
を
考
え
、
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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問
１�　

こ
の
文
章
の
第
一
段
落
と
第
二
段
落
以
降
で
は
、
富
士
山
の
描え
が

き
方
が
異
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

�

第
一
段
落
で
は
、

そ
れ
に
対
し
て
第
二
段
落
以
降
で
は
、

問
２�　

文
中
の
①
「
へ
ん
に
く
す
ぐ
っ
た
く
、
げ
ら
げ
ら
笑
っ
た
」
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

二
十
五
字
以
上
、
三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

�

　　　　　　　　　　2535

問
３�　

第
三
段
落
の
②
「
三
年
ま
え
の
冬
」
か
ら
段
落
末
ま
で
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。「
三
年
ま
え
の
冬
」
以
降
が
な
い
場
合
と
あ
る

場
合
の
富
士
山
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
、
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
書
き

な
さ
い
。

�

②
以
降
が
な
い
場
合
：

�

②
以
降
が
あ
る
場
合
：

問
４�　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
印
象
に
残
っ
た
表
現
を
引
用
し
て
、
そ
の
部
分
か
ら
何
が
感

じ
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

　
（
例
）�「
富
士
の
頂
角
、
広
重
の
〜
南
北
は
百
十
七
度
で
あ
る
」
→
数
値
で
は
っ
き
り
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
絵
の
富
士
山
の
頂
角
と
実
際
の
富
士
山
の
頂
角
の
違
い
が

よ
く
わ
か
る
。

�

《
大
切
な
こ
と
》

　

○�

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
分
析
し
、
表
現
の
効
果
に
つ
い

て
考
え
る
。

　

○�

書
き
手
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
。
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1

　
Ｐ
29
・
30

１　

出
題
の
趣
旨

　

○�　

資
料
を
提
示
し
て
発
表
を
行
う
こ
と
で
、
発
表
内
容
を
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
発
表
が
何
を
目
的
と
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
効
果
的
な
資
料
も
異

な
っ
て
く
る
。
複
数
人
で
の
発
表
の
場
合
は
、
資
料
の
選
択
に
お
い
て
自
他
の
目
的

の
異
同
を
認
識
し
た
上
で
な
ん
ら
か
の
共
通
目
的
を
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
過
程
を
学
習
す
る
た
め
の
出
題
で
あ
る
。

２　

正
答
に
つ
い
て

　

問
１

　

○　

正
答

　
　

Ａ
（
例
）
歌
詞
に
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報

　
　

Ｂ
（
例
）
歌
詞
に
う
た
わ
れ
て
い
る
自
然
の
実
際
の
様
子

　
　

Ｃ
（
例
）
歌
詞
に
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

　

○　

解
説

　
　

�　
「
歌
詞
の
内
容
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
、

資
料
で
伝
え
た
い
こ
と
と
使
う
資
料
が
変
わ
っ
て
く
る
。
Ａ
は
歌
詞
で
は
あ
い
ま
い

な
こ
と
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
与
え
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
「
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
Ｂ
の
場
合
は
、
歌
詞
の
中
に
描
か
れ
る
自
然
や
風
景
を
実

際
に
写
真
で
見
せ
、
歌
詞
に
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
を
示
し
て
納
得
さ
せ
る
こ
と
、

Ｃ
は
歌
詞
の
抽
象
化
さ
れ
た
表
現
を
通
じ
て
詩
を
味
わ
う
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
思
い

浮
か
べ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
を
「
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
校
歌
の

歌
詞
を
「
学
校
に
関
連
し
た
情
報
の
提
示
」「
学
校
を
め
ぐ
る
風
景
の
描
写
」「
学
校

の
イ
メ
ー
ジ
」
の
い
ず
れ
と
捉
え
る
か
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
第
２
学
年

　

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
⑴
オ
）

　

問
２

　

○　

正
答
（
例
）

　
　

�　
「
中
学
校
か
ら
見
え
る
Ｚ
平
野
と
Ｚ
川
の
写
真
」、「
中
学
校
か
ら
見
え
る
Ｚ
山
の

写
真
」、「
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
校
門
横
の
桜
の
木
の
写
真
」
の
三
つ
の
資
料

を
使
っ
て
、「
歌
詞
に
う
た
わ
れ
て
い
る
自
然
の
実
際
の
様
子
」
を
伝
え
た
い
で
す
。

小
学
生
に
学
校
紹
介
の
一
部
と
し
て
校
歌
を
紹
介
す
る
場
な
の
で
、
小
学
生
に
分
か

り
や
す
い
か
ど
う
か
を
優
先
す
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
実
際
に
歌
詞

に
う
た
わ
れ
て
い
る
風
景
を
見
せ
る
こ
と
で
、
歌
詞
の
内
容
の
理
解
を
助
け
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

○　

解
説

　
　

�　

小
学
生
を
相
手
に
、
学
校
紹
介
の
一
環
と
し
て
校
歌
を
紹
介
す
る
と
い
う
状
況
を

考
え
る
と
、
校
歌
の
歌
詞
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と

を
優
先
す
る
の
が
妥
当
。
こ
の
場
合
、
遠
山
さ
ん
と
木
村
さ
ん
が
選
ん
で
い
た
、
歌

詞
に
あ
る
自
然
や
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
を
挙
げ
れ
ば
よ
い
。「
学
び
励
め
よ
」
の

風
景
で
あ
る
授
業
中
の
写
真
を
選
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　

な
お
、
理
由
が
理
由
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
適
切
な
資
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
れ
ば
、
そ
の
他
の
意
見
で
も
よ
い
。（
第
２
学
年　

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
⑴
ウ
）

　

大
問
1
〜
3
の
出
題
の
趣
旨
、
正
答
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2　
Ｐ
31
・
32

１　

出
題
の
趣
旨

　

○�　

新
聞
の
社
説
で
同
じ
題
材
を
扱
っ
て
い
て
も
、
何
を
重
視
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
主
張
す
る
の
か
は
、
新
聞
に
よ
っ
て
異
な
る
。
複
数
の
社
説
を
読
み
比
べ
て
共
通

点
と
相
違
点
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
意
見
を
ま
と
め
る
練
習
問
題
と
し
て
出
題
し
た
。

２　

正
答
に
つ
い
て

　

問
１

　

○　

正
答
（
例
）

神
戸
新
聞

高
知
新
聞

・
保
険
へ
の
加
入

・
規
制
強
化

　
（
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
指
導
の
徹
底
）

・

・
保
険
へ
の
加
入

・
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底

・

　

自
転
車
の
安
全
確
保
策

　
　

自
転
車
専
用
道
や
自
転
車

　
　

レ
ー
ン
の
整
備

　
　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

安
全
意
識
を
高
め
る

　　

　

○　

解
説

　
　

�　

同
じ
題
材
を
同
じ
時
期
に
扱
っ
た
社
説
で
も
、
必
ず
し
も
同
じ
主
張
を
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
社
説
ご
と
に
、
主
張
や
重
視
し
て
い
る
点
に
異
同
が
あ
る
こ
と
に

注
目
し
て
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
提
言
を
指
摘
で
き
て
い
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、
矢
印
な

ど
の
記
号
を
用
い
て
情
報
と
情
報
と
の
関
係
を
示
せ
て
い
れ
ば
よ
い
。（
第
２
学
年

　

⑵
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
イ
、
Ｂ
書
く
こ
と
⑴
ア
）

　

問
２

　

○　

正
答
（
例
）

　
　

�　

歩
道
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
り
、
横
断
歩
道
で
信
号
を
無
視
し
た
り
す
る
自
転
車

と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
て
、
危
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
自
転
車
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
ル
ー
ル
を
知
ら
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
の
知
識
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
自
転

車
の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

○　

解
説

　
　

�　

社
説
か
ら
読
み
取
っ
た
対
策
を
利
用
し
て
、
自
分
の
今
い
る
環
境
で
重
要
だ
と
思

わ
れ
る
対
策
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
社
説
で
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
対
策
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
体
験
を
ふ
ま
え
た
上
で
書
く
こ
と
が
で
き

て
い
れ
ば
よ
い
。（
第
２
学
年　

Ｂ
書
く
こ
と
⑴
イ
）

（　
　
　
　
　
　

）
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3　
Ｐ
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・
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１　

出
題
の
趣
旨

　

�　

文
章
か
ら
登
場
人
物
の
言
動
の
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
内
容
を
理
解
す
る
上
で

重
要
で
あ
る
。
ま
た
文
章
中
の
表
現
上
の
特
徴
と
そ
こ
か
ら
受
け
る
印
象
の
関
連
を
発

見
し
、
考
え
る
こ
と
は
、
今
後
文
章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
上
で
重
要
な
経
験
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
練
習
で
き
る
問
題
と
し
て
出
題
し
た
。

２　

正
答
に
つ
い
て

　

問
１

　

○　

正
答

　
　

�（
例
）（
第
一
段
落
で
は
、）
仰
角
や
高
さ
に
つ
い
て
絵
画
の
富
士
山
と
実
際
の
富
士

山
を
対
比
さ
せ
、
実
際
の
富
士
山
の
低
さ
を
印
象
付
け
て
い
る
。

　
　

�　
（
そ
れ
に
対
し
て
第
二
段
落
以
降
で
は
、）「
私
」が
見
た
経
験
に
基
づ
い
た
富
士
山
を
、

そ
の
と
き
の
状
況
を
踏
ま
え
て
描
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
山
の
違
い
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

○　

解
説

　
　

�　

第
一
段
落
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
私
」
の
見
た
富
士
山
で
は
な
い
が
、
第
二
段

落
以
降
は
「
私
」
の
経
験
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
富
士
山
で
あ
る
と
い
う
点
が
読
み

取
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。（
第
２
学
年　

Ｃ
読
む
こ
と
⑴
イ
）

　

問
２

　

○　

正
答

　
　

�（
例
）
予
想
よ
り
も
ず
っ
と
高
か
っ
た
富
士
山
に
、
お
ど
ろ
き
つ
つ
た
の
も
し
さ
を

感
じ
た
か
ら
。

　

○　

解
説

　
　

�　
「
げ
ら
げ
ら
笑
う
」
理
由
は
、
傍
線
部
の
後
の
「
人
は
、
完
全
の
た
の
も
し
さ
に

接
す
る
と
、
ま
ず
、
だ
ら
し
な
く
げ
ら
げ
ら
笑
う
も
の
ら
し
い
。」
に
あ
る
。「
た
の

も
し
さ
」
に
出
会
っ
た
か
ら
「
げ
ら
げ
ら
笑
う
」
の
で
あ
る
。
そ
の
「
た
の
も
し
さ
」

を
感
じ
た
の
は
予
想
外
に
高
い
富
士
山
を
見
て
お
ど
ろ
い
た
時
で
あ
っ
た
。「
思
っ

た
よ
り
高
い
富
士
山
」
に
「
お
ど
ろ
き
」
つ
つ
「
た
の
も
し
さ
を
感
じ
た
」
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
正
答
と
す
る
。（
第
２
学
年　

Ｃ
読
む
こ
と
⑴
イ
）

　

問
３

　

○　

正
答
（
例
）

　
　
（
②
以
降
が
な
い
場
合
：
）東
京
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
見
る
富
士
が
単
に
小
さ
い
こ
と
し

か
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
　
（
②
以
降
が
あ
る
場
合
：
）ア
パ
ー
ト
か
ら
見
る
富
士
と
、
途
方
に
暮
れ
て
じ
め
じ
め

泣
い
た
と
い
う
「
二
度
と
繰
り
か
え
し
た
く
な
い
」
思
い
出
が
結
び
付
け
ら
れ
て
、

た
だ
小
さ
く
見
え
る
だ
け
で
な
く
、
絶
望
的
で
悲
観
的
な
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

○　

解
説

　
　

�　

思
い
出
と
風
景
が
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
印
象
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
て
、表
現
の
効
果
を
考
え
さ
せ
る
問
題
。
受
け
る
印
象
に
つ
い
て
は
、書
か
れ
て

い
る
思
い
出
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
広
く
認
め
る
。（
第
２
学
年　

Ｃ
読
む
こ
と
⑴
エ
）

　

問
４

　

○　

正
答
（
例
）

　
　

・�「
十
国
峠
か
ら
見
た
富
士
だ
け
は
、
高
か
っ
た
」「
東
京
の
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら

見
る
富
士
は
、
く
る
し
い
」
→
ど
こ
か
ら
見
る
富
士
山
が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い

る
の
か
が
ま
ず
示
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
富
士
を
見
た
経
験
に
入
っ
て
い
き
、
印
象

と
経
験
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
が
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

・�「
ひ
と
り
で
、
が
ぶ
が
ぶ
酒
の
ん
だ
。
一
睡
も
せ
ず
、
酒
の
ん
だ
」
→
七
五
調
の

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
表
現
を
入
れ
る
こ
と
で
、
一
晩
中
ひ
た
す
ら
酒
を
飲
み
続
け
た
様

子
が
よ
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

・�「
窓
の
下
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
を
～
あ
ん
な
思
い
は
、
二
度
と
繰
り
か
え
し
た
く

な
い
」
→
非
常
に
長
い
一
文
に
様
々
な
内
容
が
含
ま
れ
、
最
後
に
「
あ
ん
な
思
い

は
、
二
度
と
繰
り
か
え
し
た
く
な
い
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
「
繰
り
か

え
し
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

○　

解
説

　
　

�　

表
現
と
そ
の
表
現
か
ら
受
け
る
感
じ
に
つ
い
て
は
、
例
以
外
に
も
考
え
ら
れ
る
。

表
現
が
与
え
る
効
果
を
発
見
し
、
考
え
る
力
を
付
け
る
た
め
の
経
験
を
持
た
せ
た
い
。

（
第
２
学
年　

Ｃ
読
む
こ
と
⑴
イ
）

1　
池
田
さ
ん
は
、
住
ん
で
い
る
市
の
中
学
生
意
見
発
表
会
で
、
次
の
意
見
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
を
聞
い
た
と
し
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

池
田
さ
ん
の
発
表

　

こ
の
間
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
と
き
に
、
途
中
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

席
が
全
部
う
ま
っ
て
い
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
立
っ
て
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
前
の
席
は
、
優
先
席
で
は
な
い
普
通
の
席
で
、
若
い
男
の
人
が

座
っ
て
い
ま
し
た
。
男
の
人
は
お
ば
あ
さ
ん
に
は
気
が
つ
き
ま
し
た
が
、
席
を
ゆ
ず
ろ

う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
見
て
、
わ
た
し
は
、
電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
優
先
席
の
お
か
げ
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
が
座
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
父
が
足
を
骨
折
し
て
、
松ま
つ

葉ば

杖づ
え

で
バ
ス
に
乗
っ
た
と
き
に
、
優

先
席
が
あ
る
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
優
先
席
が
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
優
先
席
以
外
の
席
は
ゆ
ず
ら
な
く

て
い
い
、
と
思
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
優
先
席
を
な
く

し
て
、
立
っ
て
い
る
の
が
つ
ら
そ
う
な
人
が
い
る
と
き
に
は
、
ど
の
席
で
あ
っ
て
も
ゆ

ず
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
広
が
れ
ば
、
優
先
席
で
な
い
か
ら
ゆ
ず
ら
な
く
て
い
い
と

い
う
考
え
が
な
く
な
っ
て
、
席
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
座
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
１�　

池
田
さ
ん
の
発
表
内
容
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。（　
　
　

）
に
あ
て
は

ま
る
よ
う
に
、
池
田
さ
ん
の
発
表
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

　

○　

池
田
さ
ん
は
ま
ず
自
分
の
経
験
を
話
し
て
、
そ
れ
を
意
見
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

○　

自
分
の
意
見
と
反
対
の
立
場
の
意
見
を「（　
　

①　
　

）」と
言
っ
て
認
め
て
い
る
。
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1　
池
田
さ
ん
は
、
住
ん
で
い
る
市
の
中
学
生
意
見
発
表
会
で
、
次
の
意
見
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
を
聞
い
た
と
し
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

池
田
さ
ん
の
発
表

　

こ
の
間
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
と
き
に
、
途
中
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

席
が
全
部
う
ま
っ
て
い
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
立
っ
て
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
前
の
席
は
、
優
先
席
で
は
な
い
普
通
の
席
で
、
若
い
男
の
人
が

座
っ
て
い
ま
し
た
。
男
の
人
は
お
ば
あ
さ
ん
に
は
気
が
つ
き
ま
し
た
が
、
席
を
ゆ
ず
ろ

う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
見
て
、
わ
た
し
は
、
電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
優
先
席
の
お
か
げ
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
が
座
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
父
が
足
を
骨
折
し
て
、
松ま
つ

葉ば

杖づ
え

で
バ
ス
に
乗
っ
た
と
き
に
、
優

先
席
が
あ
る
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
優
先
席
が
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
優
先
席
以
外
の
席
は
ゆ
ず
ら
な
く

て
い
い
、
と
思
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
優
先
席
を
な
く

し
て
、
立
っ
て
い
る
の
が
つ
ら
そ
う
な
人
が
い
る
と
き
に
は
、
ど
の
席
で
あ
っ
て
も
ゆ

ず
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
広
が
れ
ば
、
優
先
席
で
な
い
か
ら
ゆ
ず
ら
な
く
て
い
い
と

い
う
考
え
が
な
く
な
っ
て
、
席
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
座
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
１�　

池
田
さ
ん
の
発
表
内
容
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。（　
　
　

）
に
あ
て
は

ま
る
よ
う
に
、
池
田
さ
ん
の
発
表
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

　

○　

池
田
さ
ん
は
ま
ず
自
分
の
経
験
を
話
し
て
、
そ
れ
を
意
見
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

○　

自
分
の
意
見
と
反
対
の
立
場
の
意
見
を「（　
　

①　
　

）」と
言
っ
て
認
め
て
い
る
。

　

○　

そ
の
上
で
、
そ
の
意
見
に
対
し
て
「（　
　

②　
　

）」
と
反
論
し
て
い
る
。

　

○　

池
田
さ
ん
が
一
番
主
張
し
た
い
の
は
「（　
　

③　
　

）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

①�

　
　

②�

　
　

③�

問
２�　

河
合
さ
ん
は
池
田
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
、
池
田
さ
ん
の
主
張
に
反
論
し
ま
し
た
。

な
お
、
③
に
は
問
１
の
③
が
入
り
ま
す
。

　
　

河
合
さ
ん
の
反
論

　

�　

池
田
さ
ん
の
「（　
　

③　
　

）」
と
い
う
意
見
に
反
対
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら�

（　
　

④　
　

）
か
ら
で
す
。

　
　

�　

河
合
さ
ん
の
反
論
が
、
池
田
さ
ん
の
意
見
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
聞
い
て
い
る

人
た
ち
が
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
反
対
の
根
拠
を
述
べ

れ
ば
い
い
で
す
か
。
反
対
理
由
（　
　

④　
　

）
の
部
分
を
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

�

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
話
の
論
理
的
な
構
成
や
展
開
な
ど
に
注
意
し
て
聞
き
、
自
分
の
考
え
と
比
較
す
る
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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2　
Ｎ
中
学
校
二
年
一
組
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

日
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
「
下
級
生
は
上
級
生
に
対
し
て
敬
語
を
使
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
」
で
す
。

鈴す
ず

木き

さ�

ん
「
敬
語
は
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
と
し
て
、
上
級
生
に
敬
語
を

使
う
の
は
常
識
だ
か
ら
で
す
。」

田
中
さ�

ん
１
「
常
識
っ
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
生
が
対
等
に
話
し
て
く
る
と

不
愉
快
な
の
で
、ぼ
く
は
、敬
語
を
つ
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。」

島
田
さ�

ん
１
「
田
中
さ
ん
は
、
す
ご
く
仲
の
い
い
下
級
生
で
も
、
対
等
に
話
し
て
く
る

と
不
愉
快
で
す
か
。」

田
中
さ�

ん
２
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。」

村む
ら

井い

さ�

ん
１
「
ぼ
く
は
、
敬
語
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
敬
語
は
堅
苦
し

い
し
、
敬
語
が
正
し
い
か
ど
う
か
い
ち
い
ち
考
え
て
い
た
ら
、
話
な
ん
か
で
き

ま
せ
ん
。」

島
田
さ�

ん
２
「
目
上
の
人
に
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
失
礼
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

正
し
い
敬
語
を
考
え
な
く
て
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
す
。」

村
井
さ�

ん
２
「
島
田
さ
ん
は
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
考
え
で
す
か
。」

島
田
さ�

ん
３
「
わ
た
し
は
、
相
手
と
の
間
柄
に
よ
っ
て
使
い
分
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
さ
っ
き
の
田
中
さ
ん
の
よ
う
に
、
す
ご
く
親
し
か
っ
た
ら
、
対
等
に
話
さ

れ
て
も
不
愉
快
で
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。」

田
中
さ�

ん
３「
島
田
さ
ん
の
質
問
で
、自
分
の
意
見
に
つ
い
て
考
え
た
ん
で
す
け
ど
、『
対

等
に
話
し
て
く
る
と
不
愉
快
』
と
い
う
ぼ
く
の
根
拠
は
、
い
つ
で
も
通
用
す
る

と
は
限
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
仲
の
い
い
一
年
生
が
敬
語
で
話
し
て
き
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
距
離
を
置
か
れ
た
み
た
い
で
寂さ
び

し
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
委
員
会
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
対
等
に
話
さ
れ
る
の
は
い
や
で
す
。
だ
か
ら
、
相
手
と
自
分

の
距
離
や
、
お
互
い
が
求
め
る
接
し
方
な
ど
、
話
す
場
面
を
踏
ま
え
て
、
敬
語

を
使
う
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。」

問
１�　

田
中
さ
ん
は
島
田
さ
ん
の
発
言
を
聞
い
て
、
意
見
を
修
正
し
ま
し
た
。
修
正
し
た

あ
と
の
田
中
さ
ん
の
意
見
と
島
田
さ
ん
の
意
見
は
似
て
い
ま
す
が
、
違
う
点
も
あ
り

ま
す
。
違
う
点
を
「
島
田
さ
ん
は
〜
。
そ
れ
に
対
し
て
田
中
さ
ん
は
、
〜
。」
の
形

で
書
き
な
さ
い
。　
　

�

島
田
さ
ん
は
、

そ
れ
に
対
し
て
田
中
さ
ん
は
、

問
２�　

鈴
木
さ
ん
は
み
ん
な
の
発
言
を
聞
い
て
、「
常
識
だ
か
ら
」
と
い
う
自
分
の
意
見

の
根
拠
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
、
意
見
を
ど
の
よ
う
に
修
正
し

ま
す
か
。
修
正
す
る
上
で
参
考
に
し
た
意
見
と
、
修
正
し
た
意
見
を
書
き
な
さ
い
。

た
だ
し
、
参
考
に
し
た
意
見
は
、
誰
の
何
番
目
の
発
言
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
、

修
正
し
た
意
見
は
、「
敬
語
を
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。」に
続
く
よ
う
に
書
く
こ
と
。

　
　

参
考
に
し
た
意
見

�　
　

修
正
し
た
意
見

��

敬
語
を
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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3　
次
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
令
和
三
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
質
問
紙
調
査
結
果
の
一
部
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
１�　

Ｑ
１
、
Ｑ
２
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
。

グ
ラ
フ
ご
と
に
特
徴
的
な
と
こ
ろ
を
一
つ
挙
げ
な
さ
い
。

�

Ｑ
１

Ｑ
２

問
２�　

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
必
ず
一
つ
は
使
っ
て
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
あ

な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。
分
か
っ
た
こ
と
は
複
数
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

�

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
多
様
な
考
え
が
で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
、
立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
書
く
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

30%

25%

20%

40%

35%

15%

10%

5%

0%
① ② ③ ④ ⑥⑤

①きちんと守っている
②だいたい守っている
③あまり守っていない
④守っていない
⑤携帯電話・スマートフォンや
　コンピュータは持っているが、
　約束はない
⑥携帯電話・スマートフォンや
　コンピュータを持っていない

小学校６年生　　　中学校３年生

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
① ② ③ ④ ⑥⑤

①４時間以上
②３時間以上、４時間より少ない
③２時間以上、３時間より少ない
④１時間以上、２時間より少ない
⑤１時間より少ない
⑥全くしない

小学校６年生　　　中学校３年生

Q1��携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか。

Q2�　普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、
携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームを含む）をしますか。
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4　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

斉さ
い

藤と
う

さ
ん
は
、
学
級
新
聞
の
「
日
本
の
文
様
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、
日
本

の
伝
統
文
様
に
つ
い
て
紹
介
す
る
記
事
を
一
五
〇
字
で
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
取
り
上
げ
る
「
勝か
ち

虫む
し

文も
ん

様よ
う

」
に
つ
い
て
、
調
べ
た
こ
と
を
メ
モ
に
し
て
書
き
出
し
、

そ
の
メ
モ
に
基
づ
い
て
紹
介
文
の
下
書
き
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

問
１�　

斉
藤
さ
ん
が
書
い
た
紹
介
文
の
下
書
き
の
文
字
数
は
、
一
七
〇
字
で
し
た
。

一
五
〇
字
に
お
さ
め
る
た
め
に
け
ず
っ
た
ほ
う
が
よ
い
部
分
を
指し

摘て
き

し
た
上
で
、
な

ぜ
そ
の
部
分
を
け
ず
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。

�

け
ず
る
部
分

け
ず
る
理
由

問
２�　

問
１
で
指
摘
し
た
部
分
を
踏
ま
え
て
、
斉
藤
さ
ん
の
紹
介
文
を
一
二
〇
字
以
上
、

一
五
〇
字
以
内
で
書
き
直
し
な
さ
い
。（
句
読
点
等
は
字
数
に
数
え
る
こ
と
。）

�

120150

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
、
語
句
や
文
の
使
い
方
、
段
落
相
互
の
関
係

な
ど
に
注
意
し
て
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
す
る
。　
　

（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

調
べ
た
こ
と
の
メ
モ

・
ト
ン
ボ
を
使
っ
た
文
様
（
勝
虫
＝
ト
ン
ボ
の
別
名
）

・
主
に
武
士
が
好
ん
で
、
武
具
の
装そ
う

飾し
ょ
く

に
使
っ
た

・
現
在
も
、
剣け
ん

道ど
う

や
弓き
ゅ
う

道ど
う

な
ど
の
武
道
で
好
ま
れ
て
い
る

・
ト
ン
ボ
は
昔
か
ら
縁
起
が
い
い
虫
だ
っ
た

・
勝
虫
と
い
わ
れ
る
理
由
（
主
な
説
）

　
　

前
に
し
か
進
ま
な
い

　
　
　
　
　

→
後
退
や
撤て
っ

退た
い

を
し
な
い
姿
を
連
想

　
　

飛
ん
で
強
い
あ
ご
で
害
虫
を
捕
食
す
る

　
　
　
　
　

→
勇
ま
し
さ
、
勝
利
を
連
想

・�

「
古
事
記
」
の
雄ゆ
う

略り
ゃ
く

天
皇
の
歌
（
狩か
り

に
出
か
け
た
雄
略
天
皇

の
腕う
で

を
刺
し
た
ア
ブ
を
ト
ン
ボ
が
く
わ
え
て
飛
び
去
っ
た
と

い
う
内
容
）
→
古
く
か
ら
勝
利
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た

斉
藤
さ
ん
の
紹
介
文
の
下
書
き

　

勝
虫
文
様
は
、
主
に
武
士
が
好
ん
で
縁
起
物
と
し
て
武
具
の
装
飾
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。
勝
虫

と
は
ト
ン
ボ
の
別
名
で
す
。
「
古
事
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
、
雄
略
天
皇
の
詠よ

ん
だ
歌
に
、
狩

に
出
か
け
た
天
皇
の
腕
を
刺
し
た
ア
ブ
を
ト
ン
ボ
が
く
わ
え
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

昔
か
ら
勝
利
と
結
び
付
く
虫
と
し
て
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
現
在
で

も
、
剣
道
や
弓
道
な
ど
の
武
道
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

勝虫文様
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問
１�　

斉
藤
さ
ん
が
書
い
た
紹
介
文
の
下
書
き
の
文
字
数
は
、
一
七
〇
字
で
し
た
。

一
五
〇
字
に
お
さ
め
る
た
め
に
け
ず
っ
た
ほ
う
が
よ
い
部
分
を
指し

摘て
き

し
た
上
で
、
な

ぜ
そ
の
部
分
を
け
ず
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。

�

け
ず
る
部
分

け
ず
る
理
由

問
２�　

問
１
で
指
摘
し
た
部
分
を
踏
ま
え
て
、
斉
藤
さ
ん
の
紹
介
文
を
一
二
〇
字
以
上
、

一
五
〇
字
以
内
で
書
き
直
し
な
さ
い
。（
句
読
点
等
は
字
数
に
数
え
る
こ
と
。）

�

120150

5　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

怒
り
っ
ぽ
い
僧
正

　

良り
ょ
う

覚が
く

僧そ
う

正じ
ょ
う

と
い
う
方
は
、
と
て
も
怒お
こ

り
っ
ぽ
い
人
だ
っ
た
そ
う
だ
。
僧
正
の
住
ま
い

の
建
物
の
わ
き
に
、
大
き
な
榎え

の
木
が
あ
っ
た
の
で
、
人
々
は
僧
正
を
「
榎
の
木
の
僧

正
」
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ん
だ
。
僧
正
は
こ
の
よ
う
な
あ
だ
名
は
け
し
か
ら
ん
と
言
っ

て
、
こ
の
木
を
お
切
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
切
っ
た
榎
の
木
の
き
り
く
い
が
残
っ
て

い
た
の
で
、
人
々
は
今
度
は
「
き
り
く
い
の
僧
正
」
と
呼
ん
だ
。
僧
正
は
ま
す
ま
す
腹

を
立
て
て
、
切
り
株
を
掘
り
出
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
跡
が
大
き
な
掘

り
穴
に
な
り
、
水
が
た
ま
っ
て
堀ほ
り

池い
け

が
で
き
た
。
そ
こ
で
人
々
は
僧
正
を
「
堀
池
の
僧

正
」
と
呼
ん
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
出
典　
『
徒
然
草
』
第
四
十
五
段
）

　
　

�

注　

僧
正
＝
最
高
位
の
僧
。

　
　
　
　

�

榎
の
木
＝
ニ
レ
科
の
落
葉
高
木
。大
木
に
な
る
こ
と
が
多
い
。　

き
り
く
い
＝
切
り
株
。

　

こ
の
物
語
の
中
で
人
々
が
つ
け
た
僧
正
の
あ
だ
名
に
つ
い
て
、
遠え
ん

藤ど
う

さ
ん
と
森
川
さ
ん

が
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

森
川
：�「
き
り
く
い
の
僧
正
」
と
か
「
堀
池
の
僧
正
」
と
い
う
あ
だ
名
は
、
最
初
の
「
榎

の
木
の
僧
正
」
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
気
が
す
る
ん
だ
。

遠
藤
：�

ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
？

森
川
：�「
榎
の
木
の
僧
正
」
は
、

付
け
ら
れ
た
あ
だ
名
だ
け
ど
、
あ
と
の
二
つ
は
、����������

付
け
ら
れ
た
あ
だ
名
だ
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

遠
藤
：�

そ
う
い
え
ば
そ
う
ね
。
あ
と
の
二
つ
は
、
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
を
、
も
っ
と
怒
ら
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
。

森
川
：�

そ
う
か
も
知
れ
な
い
し
、
僧
正
な
ん
て
偉え
ら

い
人
が
、
人
々
の
あ
だ
名
に
い
ち
い
ち

反
応
し
て
、
せ
っ
か
く
大
き
く
育
っ
た
木
を
切
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
き

れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
よ
。

遠
藤
：
こ
の
あ
と
僧
正
は
、
堀
池
を
埋
め
た
の
か
な
、
そ
れ
と
も
放
っ
て
お
い
た
の
か
な
。

森
川
：
実
は
、
こ
の
話
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ん
だ
。
そ
の

中
で
は
こ
の
続
き
が
あ
っ
て
、
僧
正
は
堀
池
を
埋
め
て
「
こ
の
寺
の
僧
正
の
名
は

良
覚
で
あ
る
。
他
の
名
で
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
て
札
を
立
て
た
ん
だ
。

問
１�　
「
榎
の
木
の
僧
正
」
と
「
き
り
く
い
の
僧
正
・
堀
池
の
僧
正
」
の
付
け
ら
れ
方
の

違
い
に
つ
い
て
、
森
川
さ
ん
の
発
言
の
空く
う

欄ら
ん

を
埋
め
て
説
明
し
な
さ
い
。

�

榎
の
木
の
僧
正
：

�

き
り
く
い
の
僧
正
・
堀
池
の
僧
正
：

問
２�　

森
川
さ
ん
が
紹
介
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
僧
正
は
こ
の
後
ど
う
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
僧
正
の
あ
だ
名
と
、
そ
う
考
え
た
理
由
を

書
き
な
さ
い
。

�

僧
正
の
あ
だ
名
：

理
由
：

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
な
ど
を
考
え
、
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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6　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
段
落
頭
の
数
字
は

段
落
番
号
で
す
。

早
春
―
―
空
白
の
季
節

１�　

春
の
芽
ぶ
き
と
い
っ
て
も
、そ
れ
は
木
の
種
類
に
よ
っ
て
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
す
。

志
賀
高
原
の
自
然
教
育
園
で
は
、
雪
が
と
け
積
雪
計
の
め
も
り
が
ゼ
ロ
に
な
る
日

は
、
二
〇
年
間
の
気
象
記
録
を
平
均
す
る
と
、
五
月
五
日
に
な
り
ま
す
。
で
も
標
高

一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
森
の
中
は
ま
だ
ま
だ
残
雪
が
多
く
、
気
温
も
低
い
の
で
木
々

は
芽
ぶ
き
ま
せ
ん
。「
雪
が
消
え
る
と
即
も
え
る
よ
う
な
新
緑
」
と
い
う
北
国
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
ち
が
っ
て
、
さ
ん
さ
ん
と
明
る
い
五
月
の
陽
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
と
い
う

の
に
、
木
々
は
ま
だ
枯か

れ
た
ま
ま
と
い
う
「
ま
こ
と
に
奇き

妙み
ょ
う

な
季
節
」
が
し
ば
ら
く

続
き
ま
す
。
こ
れ
が
高
原
の
春
の
特
徴
で
す
。
も
う
冬
で
は
な
い
、
で
も
ま
だ
春
で

も
な
い
と
い
う
、
ほ
ん
と
う
に
「
空
白
の
季
節
」
が
こ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

２�　

そ
れ
で
も
、
水
辺
で
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
白
い
花
が
咲
き
、
木こ

陰か
げ

で
は
コ
ヨ
ウ
ラ

ク
ツ
ツ
ジ
が
赤
く
小
さ
な
花
を
開
き
ま
す
。
雪
の
消
え
た
道
わ
き
で
は
、
イ
ワ
ナ
シ

や
ウ
ス
ギ
オ
ウ
レ
ン
な
ど
早
春
の
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
森
の
景
色

は
ま
だ
冬
枯
れ
の
ま
ま
で
す
。

３�　

突
然
に
、
明
る
い
林
内
に
あ
ざ
や
か
な
緑
の
若
葉
が
目
だ
ち
は
じ
め
ま
す
。
ヒ
ロ

ハ
ツ
リ
バ
ナ
の
新
緑
で
す
。
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
白
い
大
き
な
花
も
咲
き
だ
し
、
強
烈

な
赤あ
か

紫
む
ら
さ
き

色い
ろ

に
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
オ
ツ
ツ
ジ
の
花
が
こ
ん
も
り
と
咲
き
ほ
こ
り
ま
す
。

赤
、
白
、
緑
の
あ
ざ
や
か
な
色し
き

彩さ
い

が
明
る
い
芽
ぶ
き
前
の
落
葉
樹
の
林
内
の
あ
ち
こ

ち
で
目
だ
ち
は
じ
め
る
と
、
や
が
て
シ
ラ
カ
ン
バ
の
樹
上
が
ぽ
っ
ぽ
っ
と
新
緑
に
芽

ぶ
い
て
き
ま
す
。

４�　

シ
ラ
カ
ン
バ
は
あ
ま
り
大
き
く
枝
を
伸
ば
さ
な
い
の
で
、
木
の
上
方
に
ま
と
ま
っ

た
緑
を
展
開
す
る
だ
け
で
す
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
に
ま
じ
っ
て
点

在
す
る
だ
け
な
の
で
、
冬
枯
れ
の
森
の
あ
ち
こ
ち
に
緑
の
か
た
ま
り
が
ぽ
わ
ぽ
わ
と

浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の
ほ
か
高
原
の
森
で
は
、
植
林
さ
れ
た
カ
ラ
マ

ツ
も
早
く
芽
ぶ
く
種
類
で
、
そ
の
新
緑
は
と
て
も
あ
ざ
や
か
で
す
。

�

（
渡わ
た

辺な
べ

隆り
ゅ
う

一い
ち

『
森
の
季
節
学
』
よ
り
）

問
１�　
「
空
白
の
季
節
」
と
あ
り
ま
す
が
、
志
賀
高
原
が
こ
の
状
態
に
な
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。「
五
月
」「
標
高
」「
木
々
」
の
三
つ
の
語
を
使
っ
て
、理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。

�

問
２�　

第
２
段
落
以
降
（
段
落
番
号
２
〜
４
）
に
つ
い
て
、
特
徴
の
あ
る
表
現
を
抜
き
出

し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
、
例
に
な
ら
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。

　
　

�

例　
「
ま
ち
ま
ち
で
す
」
の
よ
う
な
「
で
す
・
ま
す
調
」
の
文
体
や
「
で
も
」
の
よ

う
な
話
し
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
読
者
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
効
果
が
あ
る
。

�

　

第
二
学
年
【
め
あ
て
】
説
明
や
評
論
な
ど
の
文
章
を
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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【
解
答
例
】

1
Ｐ
38

問
１

　

①�　

た
し
か
に
優
先
席
の
お
か
げ
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
が
座
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

②�　

け
れ
ど
も
、
優
先
席
が
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
優
先
席
以
外
の
席
は
ゆ
ず
ら

な
く
て
い
い
、
と
思
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

③�　

電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
い
ら
な
い

　
（
別
解
「
電
車
や
バ
ス
に
優
先
席
は
な
い
ほ
う
が
い
い
」）

問
２
（
例
）

　

�　

優
先
席
を
な
く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
の
席
で
あ
っ
て
も
ゆ
ず
る
べ
き
だ
と
い

う
考
え
が
広
が
る
と
は
限
ら
な
い

【
解
答
例
】

2
Ｐ
39

問
１
（
例
）

　

�（
島
田
さ
ん
は
、）
相
手
と
の
間
柄
だ
け
に
注
目
し
て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
使
い
分
け

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

�（
そ
れ
に
対
し
て
田
中
さ
ん
は
、）
間
柄
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
に
求
め
る
接
し
方
や

場
面
を
踏
ま
え
て
敬
語
を
使
い
分
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
２
（
例
）

　

参
考
に
し
た
意
見

　
　

田
中
さ
ん
３

　

修
正
し
た
意
見

　
　

�

敬
語
は
、
相
手
へ
の
思
い
や
相
手
と
自
分
と
の
間
柄
を
示
す
言
葉
な
の
で
、
必
要

な
と
き
に
は
（
敬
語
を
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。）

※
指
定
し
た
発
言
を
踏
ま
え
て
敬
語
を
使
う
根
拠
を
示
せ
て
い
れ
ば
正
答
と
す
る
。

【
解
答
例
】

3
Ｐ
40

問
１
（
例
）

　
（
Ｑ
１
）�　
「
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
持
っ
て
い
る
が
、

約
束
は
な
い
」
と
い
う
回
答
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年

生
と
で
差
が
大
き
い
。

　
（
Ｑ
２
）�　
「
３
時
間
以
上
」
と
い
う
回
答
が
、
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
と

も
に
全
体
の
約
三
割
を
占
め
て
い
る
。

※�

ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
も
、
割
合
の
高
い
と
こ
ろ
や
差
の
大
き
い
と
こ
ろ
な
ど
、
特
徴

と
な
る
部
分
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
正
答
と
す
る
。

問
２
（
例
）

　

�　

普
段
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
一
日
当
た
り
３
時
間
以
上
す
る
小
学
校
６
年
生
や
中
学

校
３
年
生
が
、
全
体
の
約
三
割
も
い
る
。
私
も
つ
い
だ
ら
だ
ら
と
長
時
間
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
し
て
し
ま
い
、
勉
強
や
睡
眠
な
ど
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
日
が
あ

る
。
一
日
は
二
十
四
時
間
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
限
り
あ
る
時
間
を
有
意
義
に
使
え

る
よ
う
に
、
時
間
の
使
い
方
を
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
問
１
で
挙
げ
た
こ
と
を
使
い
、
根
拠
の
あ
る
意
見
が
書
け
て
い
れ
ば
正
答
と
す
る
。

　

小
問
1
〜
6
の
正
答
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【
解
答
例
】

4
Ｐ
41

問
１
（
例
）

　
（
け
ず
る
部
分
）　
「
古
事
記
」
の
雄
略
天
皇
の
歌
の
内
容

　
（
け�

ず
る
理
由
）　
「
古
く
か
ら
ト
ン
ボ
が
勝
利
と
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
を
書

け
ば
、
そ
の
具
体
例
で
あ
る
歌
の
内
容
は
必
要
な
い
か
ら
。

問
２
（
例
）

　

�　

勝
虫
と
は
ト
ン
ボ
の
別
名
で
す
。
前
に
し
か
進
ま
ず
、
飛
ん
で
強
い
あ
ご
で
害
虫

を
捕
食
す
る
姿
が
勇
ま
し
さ
や
勝
利
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
武
士
に
と
っ

て
縁
起
の
い
い
虫
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
勝
虫
を
あ
し
ら
っ
た
勝
虫
文
様
は
、

縁
起
物
と
し
て
武
具
の
装
飾
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
剣
道
や
弓
道
な

ど
の
武
道
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
一
四
七
字
）

【
解
答
例
】

5
Ｐ
42

問
１
（
例
）

　
（
榎
の
木
の
僧
正
：
）
家
の
近
く
に
た
ま
た
ま
あ
っ
た
目
印
に
ち
な
ん
で

　
（
き
り
く
い
の
僧
正
・
堀
池
の
僧
正
：
）
怒
っ
た
僧
正
が
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で

問
２
（
例
）

　
（
僧
正
の
あ
だ
名
：
）
立
て
札
の
僧
正

　
（
理�

由
：
）
こ
れ
ま
で
の
あ
だ
名
と
同
じ
よ
う
に
、
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
の
怒
り
に
反
応

し
た
あ
だ
名
の
ほ
う
が
僧
正
に
似
つ
か
わ
し
い
と
思
え
る
か
ら
。

　
（
別
解
例
）

　
（
僧
正
の
あ
だ
名
：
）
良
覚
僧
正

　
（
理�

由
：
）
立
て
札
を
読
ん
だ
人
々
が
、
僧
正
が
ど
う
呼
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
に
気
付
い
た
か
ら
。

【
解
答
例
】

6
Ｐ
43

問
１
（
例
）

　

�　

標
高
が
高
く
、
残
雪
が
多
く
て
気
温
も
低
い
の
で
、
五
月
に
な
っ
て
も
木
々
が
芽

を
出
さ
ず
に
枯
れ
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
。

問
２
（
例
）

　

�　

冬
枯
れ
の
森
が
芽
ぶ
い
て
い
く
様
子
を
「
白
い
花
」「
赤
く
小
さ
な
花
」「
あ
ざ
や

か
な
緑
の
若
葉
」「
白
い
大
き
な
花
」「
強
烈
な
赤
紫
色
」「
赤
、
白
、
緑
の
あ
ざ
や
か

な
色
彩
」「
緑
の
か
た
ま
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
森
の
中
の
色
の
変
化
を
通
じ
て
描
く

こ
と
で
、
強
い
印
象
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。

　
（
別
解
例
）

　

�　

花
が
咲
く
様
子
を
「
こ
ん
も
り
」、
木
が
芽
ぶ
く
様
子
を
「
ぽ
っ
ぽ
っ
」、
芽
ぶ
い

た
新
緑
が
樹
上
に
か
た
ま
っ
て
い
る
様
子
を
「
ぽ
わ
ぽ
わ
」
と
い
う
よ
う
に
擬
態
語

を
使
っ
て
風
景
を
思
い
浮
か
べ
や
す
く
す
る
効
果
が
あ
る
。


